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Fig.1に demagnetization補正を施 したa軸方向の静帯磁率の発散の様子を示す｡ E
の小さいところで直線から大きくずれているが,これは面間のJ′が効いてきた為 と考
えられる｡ Eの比較的大きいところの直線の傾きは 1.57である｡ このa軸方向の帯磁
率の測定周波数を上げていくと,TN近傍からずれ出してくるが, 130MHzでTNの少
し低温に小さな肩があらわれ出した｡更に周波数を上げると,TN直上で帯磁率にdipが




示 した｡ 4.2K から3.25K まで,きれいに Cole-Cole円弧にのっていることが図より
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る｡ Cole-Cole円弧からrelaxationtimeを求めてみると,Fig.4の如 く著 しくslowing
downしていることがわかる｡ 直線領域から index△- 1.3 と求まる｡静的帯磁率の
index γ- 1.57との差, 1.2783:,OnsagerのLの温度依存性を与え,Lは e~1･27で大
きくなっていく｡ e≦ 5×10-2で 丁 は直線からずれて round気味になってくる. 一
部はxoの rOundによるものであるが,それだけでは説明できないo L の異常,
nonlinearityによるものと思われるが,T-TNで Cole-Coleがどういう形になるのかと
いう間鞄とあわせて,目下詳細に調べているところである｡
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